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第 4 章では，生産培地に 2~8%の塩を添加することによりキシリトール生産が増大すること，および
その効果は，特にキシロースが5%程度と低濃度のときに顕著であることを見いだした。また，同様の効
果がグルコース存在下でも認められた。この結果からセルロース系バイオマスの低濃度加水分解物(キシ
ロース，グルコースなど)を直接基質として用いる場合には，塩を添加することによってキシリトール生
産が増大することが期待された。
第5章では，塩の添加によるキシリトール生産増大の機構を明らかにするため， キシリトール生産に関
与する酵素活性に対する塩添加の影響について検討した。その結果，キシロースをキシリトールに変換す
るキシロースリダクターゼの-活性がNaCl添加によって増大することがわかった。
論文審査の結果の要旨
甘味料として食品添加物に利用されているキシリトールは，現在，木質系バイオマスおよび農産廃薫物
由来のキシロースを原料として， ラネーニッケルを触媒とする化乍的方法で生産されている。微生物法に
-lRO-
ついても多くの研究が行われているが，生産速度が遅いこと，高濃度のキシロースを処理できないこと，
原料のキシロースにグルコースが含まれると生産が阻害されることなどから，実用化には至っていない。
本論文では，微生物法におけるこれらの謀題について検討した成果がまとめられている。
まず，高濃度キシロースから効率的にキシリトールを牛産するために，既存のキシリトール生産蘭より
優れた生産菌のスクリーニングを行っている。その粘果20-30%の高濃度キシロースから効率的にキシリ
トールを生産する菌を取得し，その生産歯をCα凡didα(".oρica.lisで・あると同定している。
次に，取得した菌株のキシリトール牛.産条件について検討し，至適生産条件を決定している。至適生産
条件下での高濃度キシロースからのキシリトール生産を試みており，同分培養による生産例としては，こ
れまでに報告されている文献値よりも優れた結果を得ている。また干ー回分培養をf-jい256g/1という高濃度
のキシリトールの生産を達成しているc
さらに，生産培地に 2~8%の塙を添加することによりキシリトール生産が増大すること，およびその
効果は，とくにキシロースが5%科度と低濃度のときに顕善であることを見い出している。また同様の効
果をグルコース存在下でも確認している。これらの結果から，木質系バイオマス等の低濃度加水分解物，
すなわちキシロースとグルコースの混合物を直接原料としてキシリトールを生産する場合には，培地中に
塩を添加することを提案している。
最後に.塩の添加によるキシリトールの生産性増大の機構を明らかにするため，キシリトールd:y-主に関
与する酵索活性に対する塩添加の影響について検討しており.その結果キシロースをキシリトールに変換
するキシロース 1)ダクターゼの活字七がNaCl添加によって増大することを明らかにしているの
以卜本論文に示された内容は.微生物によるキシリトールの工業生産に向けて，多大な知見を提供する
ものであり，生物化学工学の発展に大きく寄与するものである。よって，本論文提山者は博士〈工学〕の
資桔を有するものと認める。
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